
近年，さまざまな機器でデジタル化が進んでいます。民生用録

画装置においても，D-VHSやDVDディスクを使ったデジタル録画装

置が登場し始めました。

MB86390は，MPEG2ビデオエンコーダ，MPEGオーディオエン

コーダ，システム・エンコーダを内蔵しており，デジタル録画装置に

必要とされるエンコード機能を１チップに集約したシステムLSIです。

MPEG2ビデオエンコード/MPEGオーディオエンコード/システ

ム・エンコード機能を１チップに集約

32ビットRISC CPU（SPARClite）を内蔵

16ビットDSP（Hi-Perion）を内蔵

TBC（Time Base Corrector）機能を搭載

TS（Transport Stream）/PS（Program Stream）に対応

固定ビットレート（CBR）/可変ビットレート（VBR）に対応

シーンチェンジ検出機能を搭載

前処理フィルタを搭載

容易なコマンドインタフェース

パッケージ：HQFP-208P

表１に本製品の機能一覧を示します。

図１にブロック図を示します。

本製品は，主に次のブロックで構成されています。
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新 製 品

概　　要

デジタルAV機器向け MPEG2システムLSI
MB86390
デジタル録画装置に必要なエンコード機能である，MPEG2ビデオエ

ンコーダ，MPEGオーディオエンコーダ，システム・エンコーダを１チ

ップに集約しました。

特　　長

機　　能

回路構成

写真１　外観

写真２　チップ



FIND Vol.18 No.2/No.3 2000 29

TBCコントローラ・ブロック

外部より入力されたD1フォーマット，あるいはY/C多重されたビデ

オ信号に対して働きます。

ここでは，入力されたビデオ信号の同期ずれを吸収するため，

外部接続されたSDRAMを使用してバッファリングし，ビデオエンコ

ーダブロックへ送ります。

ビデオ・エンコーダ・ブロック

入力されたビデオ信号を，MPEG2ビデオの規格に従ってエンコ

MB86390

ビデオ符合化部 

符号化方式 ＩＳＯ/ＩＥＣ１３８１８-２（ＭＰＥＧ２ ビデオ）ＭＰ＠ＭＬおよび 
ＩＳＯ/ＩＥＣ１１１７２-２（ＭＰＥＧ１ ビデオ）に準拠 

画面サイズ ２９．９７Ｈｚインタレース時：７２０×４８０以下の３２ｍ×３２ｎ（ｍ，ｎ：任意の整数）サイズに対応 
２５Ｈｚインタレース時：７２０×５７６以下の３２ｍ×３２ｎ（ｍ，ｎ：任意の整数）サイズに対応 

ビデオ入力インタフェース Ｄ１　８ビットパラレル，ＹＣ多重 ８ビットパラレル 

ビットレート 最大１５Ｍｂｐｓ 

符号化方式 

オーディオ符合化部 

ＩＳＯ/ＩＥＣ１１１７２-３（ＭＰＥＧ１オーディオ）レイヤ１/２準拠 

サンプリング周波数  ３２ｋＨｚ，４４．１ｋＨｚ，４８ｋＨｚ 

チャネル数 ２チャネル（モノ，ステレオ，デュアル，ジョイントステレオ） 

オーディオ入力インタフェース ＬＲ多重シリアル 

ビットレート 最大４４８ｋｂｐｓ 

ストリーム出力 ８ビットパラレル 

ビットレート 最大２０Ｍｂｐｓ（ＣＢＲ/ＶＢＲ） 

全体制御コントローラ ３２ビット ＲＩＳＣプロセッサ内蔵 

ホスト/ＳＤＲＡＭ Ｉ/Ｆ １６Ｍビット（１Ｍ×１６ビット）２個または６４Ｍビット（２Ｍ×３２ビット）１個接続 

シリアルインタフェース 

外部メモリインタフェース 

全体制御コントローラＢＯＯＴおよびコマンドＩ/Ｆ用として１ポート内蔵 

タイムベースコレクタ ホスト/ＳＤＲＡＭ Ｉ/Ｆに接続されたＳＤＲＡＭ上に，ビデオ入力データをいったんバッファリングしてから読み出すことに 
より，入力画像の乱れによるタイミングのズレを吸収 

ビデオエンコード用 
ＳＤＲＡＭ Ｉ/Ｆ １６Ｍビット（１Ｍ×１６ビット）２個または６４Ｍビット（２Ｍ×３２ビット）１個接続 

符号化方式 

多重化処理部 

ＩＳＯ/ＩＥＣ１１１７２-１（ＭＰＥＧ１システム） 
ＩＳＯ/ＩＥＣ１３８１８-１（ＭＰＥＧ２システムＰＳ/ＴＳ） 
［ＥＳ，ＰＥＳ形式のモノメディアでの出力も可能］ 

表１　機能一覧

ホスト／SDRAM 
インタフェース 

シリアル 
インタフェース 

シリアル 
インタフェース 
コントローラ 

TBC 
コントローラ ビデオ 

エンコーダ 

オーディオ 
エンコーダ 

ホスト／SDRAM 
インタフェース 
コントローラ 

ビデオ入力 
インタフェース 

ビデオエンコード用 
SDRAM 
インタフェース 

オーディオ入力 
インタフェース 

クロック入力 
（27MHz） PLL

27MHz

54MHz

Boot 
ROM

コントローラ 
（32ビットRISC 
プロセッサ） 

システム 
エンコーダ 

MB86390

ビットストリーム 
出力ポート 

図１　ブロック図
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ードします（MPEG1ビデオの規格にも対応可能）。このブロッ

ク内では，前処理フィルタ，シーンチェンジ検出も実行されます。

オーディオ・エンコーダ・ブロック

外部からオーディオデータ，ビットクロック，LRクロックを入力

し，そのデータをMPEG1オーディオレイヤ1/2に準拠してエン

コードを行います。入力フォーマットは，パラメータの変更によ

り各種対応可能です。

システム・エンコーダ・ブロック

それぞれのブロックでエンコードされたビデオとオーディオ信号

を多重化し，ストリームを生成するブロックです。ここで生成さ

れたTSやPSなどのストリームがMB86390から出力されます。

コントローラ・ブロック

ビデオ・エンコーダのリアルタイム制御，コマンド制御を行いま

す。また，システム・エンコーダの一部の制御も行っています。

ホスト/SDRAMインタフェース・ブロック

本インタフェースに接続された外部マスタとMB86390内部リ

ソースのバス権調停および，外部接続されるSDRAMメモリの

アクセス制御を行います。

シリアル・インタフェース・ブロック

外部との通信をシリアルで行う場合に使用されます。

BootROM

内蔵するコントローラのブートプログラムを格納しています。

これにより，容易にプログラムをブートすることが可能になります。

PLL

外部から入力された27MHzのクロックを基に，内部で必要と

されるクロックを生成します（内部動作周波数：27/54MHz）。

当社では，本製品を容易に評価できるようにリファレンスシス

テムを準備しています。

MB86390-RB-PCI

パソコン上で動作するPCIカードタイプのリファレンスボードで

す。OSにWindowsNTを搭載したパソコン上で動作します。

MB86390の他にMB86373（MPEGシステムデコーダLSI）も

搭載されておりますので，MB86390を使用して生成されたス

トリームをPCIバスを経由してパソコンのハードディスクに蓄え，

さらにそのストリームをデコーダLSI（MB86373）で伸張して

出力することが可能です。

MB86390-RB-SA1

スタンドアロンタイプのリファレンスボードです。エンコーダボー

ド/デコーダボード/アナログボードの3段重ねの構成です。非

常にコンパクトであり，扱いも簡単です。電源を入力するだけ

で，アナログ入力された信号がエンコード→デコードされ出力

されます。

MB86390-RB-SA2

MB86390-RB-SA1を組み込んだ応用ハードウェアです。

IDEインタフェースでハードディスクと接続し，エンコードされた

ストリームを蓄積することができます。タイムシフト再生や特殊再生

が可能です。 ■

＊WindowsNTは米国 Microsoft Corporationの米国および他の諸国における

登録商標です。

MB86390

ＭＢ８６３７３ 
（ＭＰＥＧ２ Ａ＆Ｖ デコーダ ＬＳＩ） 

ＭＢ８６３９０ 
（ＭＰＥＧ２ Ａ＆Ｖ エンコーダ ＬＳＩ） 

写真３　MB86390-RB-PCI

エンコーダボード 
（ＭＢ86390） 

デコーダボード 
（MB86373） 

アナログボード 

コントロール・ボード 

ハードディスク・ドライブ 

ＭＢ８６３９０-ＲＢ-ＳＡ１ 

写真４　MB86390-RB-SA1

写真５　MB86390-RB-SA2

リファレンスシステム

技術に関するお問い合わせ先：LSI事業部　第三システムLSI事業部 ソリューション技術部

TEL（044）754-3381 FAX（044）754-3659

営業に関するお問い合わせ先：最寄りの営業部門（裏表紙をご参照ください）


